
新たなコミュニケーションメディアを考案し実製作に臨む。

“コミュニケーションのメディアを科学する”というのが米澤朋子准教授のこのゼミ

のタイトルです。人と人がコミュニケーションを取るときに使うさまざまなツールやメ

ディアを、現存するものだけでなく、例えばアートを表現することなども含め、「伝える

手段」を考えます。人がどう考え、一般的にはどう行動するのか。音楽や映像メディア

に加えて、このゼミでよく扱われるのは仮想エージェントとロボットです。仮想エー

ジェントとは、実際には生きていないのにあたかもそこにいるかのように画面に登場

するキャラクターのような存在。ロボットにしてもガチガチな固いイメージのものでは

なく、ぬいぐるみなどの形状だったり、いろいろな動作をするもの、ユーザーの話を聞

いているふりをするものなど実にさまざまです。そのようなメディアをいかにして作る

か、人と人とのコミュニケーション、あるいは人がコミュニケーションをしているという

「錯覚」をどうやって作ることができるか、というものがテーマだと言います。そして最

終的な目的は、学生が一人あるいはグループで、より良いコミュニケーションを図る

新しいメディアを自ら考案し、製作・完成させ、そのメディアによってコミュニケーショ

ンがどのように変化したかを学生自身が観察、実験できるまでになることです。

「このゼミでは、経験不足から、目前の問題の難易度をやみくもに高いと臆するよ

り、事例を知ることで自信を持って取り組む姿勢を学んでほしい。そして、将来どんな

道に進んでも、今持っているメディアに対する興味というものを、仕事と関係なく、趣

味でもいいからずっと持ち続けてほしい」。授業が終わっても3、4年次生や院生たち

が議論をしながら作業を続ける中、米澤准教授は学生たちへの思いを語ってくれま

した。

総合情報学部

「専門演習」
米澤朋子 准教授

コンピューティングとメディア系。そのどちらも勉強でき
るこのゼミは、サークルの先輩も多く、自然な流れで選び
ました。次々と課題が出て必死ですが、はっきりと目標を
持った人には、成長を感じられるのでお勧めです。

田中春菜さん（3年次生）

このゼミは幅広いことができると思い受講を決めました。
今は、朝から晩まで、ゼミがない日も作業に時間を費やして
います。大変ですが、努力しただけ力が付いていると感じま
す。このゼミを選ぶなら、何よりも「気合い」が必要です。

不破崚太さん（3年次生）

音楽・映像に加えロボットなどの擬人化メディアも含めた媒体を利用し、
新しい視点で「未来」のための提案やモノ作りを目指します。

プログラミングなど全くできない
ビギナーであっても、クリエイティ
ブな活動をしたいと強く思う人は
歓迎します。好きなことなら寝食を
忘れて没頭できる、そんな熱意あ
る姿勢で研究を深めれば、仮に、今
学んでいることとは全く関係のな
い業界に進んだとしても、その行
き先できっと活躍できるはずです。

ゼミ生たちに細やかなフォローをする
ティーチング・アシスタントの吉田直人さん
（総合情報学研究科M2生）

総合情報学部
米澤朋子 准教授

川﨑美奈さん

日本赤十字社大阪府支部　
振興部 赤十字社員課 主事

関西大学第一高等学校出身
2012年法学部法学政治学科卒業

全職員が「人を救う」という
同じ目標に向かう。
それが私たちの誇りなんです。
阪神・淡路大震災で被災した当時、たくさんの人から支援を受

けたことを幼少の頃からご両親に聞いて育ったという川﨑美奈さ
んは現在、日本赤十字社大阪府支部で働いています。その仕事内
容は寄付金の窓口業務。日本赤十字社の災害救護や国際活動な
どの活動資金は、社費（会費）や寄付が財源となっており、川﨑さ
んはその支援者に電話や訪問などで直接、対応しています。亡く
なられた方の遺志による寄付には領収書や表彰も故人に宛てて。
気持ちの込もった対応に遺族が感動されることもあるそうです。
日本赤十字社に就職するきっかけは、関大内で開催されたセミ
ナーのブース。そこで6万人を超える職員が「人を救う」ことをた
だ一つの目標として活動していることに感銘を受け、同時に子ど
もの頃に受けた支援を振り返り、「今度は自分が役に立ちたい」と
考えました。川﨑さんは今、支援者と直接触れ合い、寄付金と共に
受け取った期待や想いなどを、実際の活動現場へつなげることに
やりがいを感じていますが、今後、さまざまな業務経験を積み、将
来的にはジェネラリストを目指しているそうです。自分を振り返り、
「人見知りだった私が殻を破ることができたのは、学生時代の海外
留学が影響しています。広い世界でさまざまな考え方と触れ合う
ことで自分の世界が広がりました」と川﨑さん。たくさんの人と出
会い、それぞれの意見を理解する。人との交流こそが自分を成長
させてくれるのだと話してくれました。

筆記用具と寄付者の方たちへお渡しする名刺、そして名刺ホルダー。
たくさんの方にいただいた名刺で、もういっぱいになっています。

認可法人／職員

ある1日の
スケジュール
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